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|判例研究 ii
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刑集結()注目，;-:，61問、おじ昨142，)\;-13良、 fël市~ 9~7 日 107虫、明l タ 1'228 ~}l ~~7 民

ifli訴法328条によって許容される註拠

最高裁平ロ，;Zl泊咋11月7F~ 判 iJt

(、l'成~'/今ニ あ t;'};?l8号

i事実]

本件i立、';f(ノT占孜 J人法人主件 J と1，，1:剖1，フわる:悦住建辺初等放火 e 殺人、
注;生 k遂被;11事Pで&;る 事索l土、被 ;11 人力、、問主と共謀のこ、主|余~1i'丸の内

事の長 ι:，，~tht られといえ保険金の取得を企亡、被告人ん 'k~向付のー湾米中 l市

。)1木|ず"にガソ '1ンをま v たりち火を放コて家-，，;をヤl止さ}，'-、 IcJ立を死亡さトjた

ものの、保険金の詐取につい、は交遂に終わった、というものTあるい

l 芥<;:~ .~-おいて、弁恋人(ニ、 f人 Aの証πi乏に、消防JR??補 B がλから火災発

足i刊の状;止についザ恥取 L/~ しさ札ふ l人l むが日し抗されZ のい~-~:二八の証言の内

怒とは*とる点。〉合まれる B乍成lよる l開き':1.::1ム状況書 ij')， 、， ii:fl吉百iFJ

とするj を"正1'::0詰ぶしたが、有主主4寸が不111，，，と Lたため、ヵ'1百九I、冶28呆による

日正拠採用ふ申請'~~ /c なお、↑ぷケ音:日I~J は、聴:T;，::J)相 fに，ir'.A1:::切手千子読み聞

か什、署名 押却を求める)1;:式にな て厄りず、実際、 Lに討してちそのよろ

なr#r，:;状レれていなドったん I審l王、夜ノj三l/2令:こよ勺 r 本吋香tll_I C) i)~ 
れ令砕l沼cつ{花、 1111Jr弘、:心暗条ジ)主河には斗じたらな vミとしと詩求争点下にな
f三訴審において、被告人引は、:審のj:;註を r-}、令違反である l してていJたが、

持;r~審は、「汁iJ ~il;法:r?p条によれ訂作される戸J虫色:二、 1売に iム明刀を q，-J:; う〉ヂる

iJ、:irl¥:をじた者。)当該(:1;2"とはフ?と，111寸る供苅又はこれをロヒ設した書出に限勺れる

~lìJ、 S8i4._'>'84)2()~Z



刑事判例叶究

と解すべき」としたよで、 l本件書証」は、 'Bの供述を」載した喜由であるか

ら、同条により許主訴される;正拠には設当しないことは明 lろかむある」、として、

1 ~下の判断を是認した。

そこで、被告人側は判例違lえをT甲山に卜告L、それに対してなきれたのが本

判渋である。

[作判Ij示]

上苫Z棄住」却、川H

「所品治bは、原判決は、供述のNrl明}jをす卜う司|拠としてであれば刑訴法328条

によりすべての伝聞証拠が許科される旨の判|析を示した福岡高等裁判所昭和24

4下(つ)治908号阿2MドllH18日判決(尚刑判決特技1号29G}{1 と相反する判

断をしたものである旨主張「る

砕かに、所論引用の半1I例は、打1I訴i1、328条が許容する副拠には特に限定がな

い旨の判附をしたものと併され、これに似定があるとして本fl当証はJril条で許

容するfI1H姓に当たらないとしたJ阜、判決は、所論引用の判例と相反ずる判断をし

たものというべきである p

しかしながら、刑訴U、32S，3長は、公判準備又は公半1I期!日における被告人、証

人その他の者の供述が、~Ijの機会にしたその.~.の供述と矛盾する場合に、矛盾

ずる供述をしたこと自体のす証を許 j一ことにより、公判l準備又は公判1JJ!11日にお

けるその占の供述。〕信崩刊の減殺を凶ることを許容する趣旨のものであり、 Hリ

の機会に矛盾する供述をしたという Tト夫の立直についとは、刑訴11、がだめる厳

格な証明を'&寸る(ID~であると桝寸るのが相当である。

そうすると、刑訴U、328条により許谷きれる証拠は、信用院を争う供述をし

た省のそれと矛盾する内存ω供述が、|同!人の供述書、供述をお，\~X した書面(刑

訴il、が定める要件を満たすものに限るJ、同人の供述を聞いたとする1Tの公判

期円の供述又はこれらと同視し得る社拠の中にJJ，Cれている部分に限られるとい

うべきである

本件害訓は、阿IJロ己Aの供述を録取した書面であるが、同書面には同人の正名

押印がないから上記の供述を録取した再商に当たらず、これと|百H見L得る事情

もなし寸通ら、刑訴法328条が許容する"[11拠には当たらないというべきであり、

原判決の結論は止当として是認することができる

したがって、川訴法110条2取により、所前YI用の半1I例を変更し、原判決を

北法S8(4.;.m:;) 2011 [lG4] 



判例 1，対冗

捻干干するのを出~七認めるつ、レJ 、 1-9子治的判例注反辻、結h司、 J刀f')沢市嘆の岨白

1二~. C-J T，':"ミ l
、ーすし.~

i検討]

升1)訴法328粂によって許容される証拠の範囲

:1' Gi二、:-;;'条2ぷ!立、すべこの証人に対する福間の機会を被告人L保持し、

そH伊うりたITI)訴if::;必条{以| 市1);1卜Jーにぺいては、完;，JJ員数の}....で示すJも、

そのような者向を粍て、ミな 1.，': l::ii誕地ど担六過程;こljいと作成されたflt込詞芦

と&主わiι"(伝そ司|問剖副拠)1)のn司訓II_~拠也古能~)力J を尽則E即的H自~:にこ吉寄子お?訂[ しているコ と二ろカ 3辺21条

以下cトi:はよ干稀草々ぴの〉{何叫外規 Jピ三が主設t(け十Lらコオれし、 ↑七い←Aへ-;~司司哨司 正t祝拠史弾~Cの)汁主巨日j昨能プ刀〕号矛守許\~;件ト ， 

そ σの〉ような切例J夕外L 夫鋭L)定~i)の) 1 十Jつコ円t 一~í付古世f村Hけy りれる 32泣8条は、 r; 321条乃至ω32，1条の

規?により;止Mとよることカずきなv、i毛市〉くは官、J&--;::' ，:hコても、公判L¥i悦〉くは

公判別口におけるね[='=;-人、訓人子ぐっ fU r) )--l~' の↑よ杭 U)~il 明 -}-J を争 j ためには、

れを証拠と寸ゐことカで孟る と規定しごいゐ て二で、日28条，.問しとは、

ま久公判供述のた印;力を争J)[;ι拠介してであ札ば仁、間正拠が「へど~f拠，~ L 

てt[U-iできるのかという町民、 すなわち:328条:ニよ勺て許存されゐ証拠り北口百

カ判慰となるー?

イ判決は この 1'，について、茂吉おーと Lて初めと刊同iしたものである3
l ノl

l“ ころで、手説にといては、:l~~L~ にぶって計百されωfι拠の範珂 l つ

tH日続 l五三J訴訟11、;対日反L i.tうそに問、 1996京) ~)74豆、 hfrlる1L也 q;-;J-=þ~訴

訟法(1'，' [新聞;J車止第つ版]巴にへと立、 1955年〆町民、 υr:{~，~ '--'-J 1I F:j早川訟
法 r~í\ 4版1，(C 本市訓冊、 2007~; 36りp等参!!日二とお、:入トヴ詳返するよ

っ仁、1J.!jLi;C)，_~l ζ ば、::i2ぷ条は例外出1えといつよりも、むしろ{土居内月品川 ζ

解されることになる 328，~やめぐると￥'Cえの丸山， ，ニ、:4ぇ奈;U:形::;::\è~ ~_~:二打 1)詰法

;-;20条の例外であるが、支質的 t こも f列l々 i な刊か、そもそも F司法;ì:~()-1~の法則のな

い場合を比己的に規た-;"，にとどまるのがー〔小町市 川他"，cケソト戸?と(l為
者 ]:)11訴訟法(下) [新版.，台斐問、 1986午、 930J=f横井大三執詰]ノ ζ

しミう「 に..--"止と(/))".1-<fとしミってよ」ミ

トlIJ'l'問削他編若 b刑事弁設コンメノヤ -jv .1 
199R年 :ll g頁 1:1崎英明容Z-*;事R号、

刑事訴訟日、~ 1'DL代人支社

町三ド'flj決引1iJrJEとしし、{孔イkj(; I ôíf めすけをやろ K:: 十 ~(ì)4i手間 I j'皇子セミ-)--~---626 

;-j- [，2()Ul年') 1~2 白、 ヤ下拓 自lir半1)何:JMJrイ1'--， '1什*I'(j~;j-<::2巾07年)91吋{ ノト;1:

~J: 刊I~1列j併究」掛川島7侃ヮ (2:;C7年 33兵がある

~lìJ、 S8i4._'>'8~)2()~()



~IJ事判1';:jl，升冗

いて、これまでに、大引してたの tうの互角単が守-::jfされてきた。

eril :よ、非限定詰である 非限定詰~は、 lZ8J:;を、公判 ;J~2えの主明力を争つ

なめであればあらよる{ム河戸挺を取り互1べること主計写したえ↓ノ己と解する。

経小に、 );-;8条の;と珂かりする王、司'むされる;止犯し ':Jしべ只イイおし守な限定は{

されていといーそ)で、本来3el条なし-， L3び条 (/):i~.、内を J前たさなければ取り捌

べることの Cbないl三仰cあ口、も、公子J七L必Cl)"正lノオ)j+:争つ二めであれば、

Tべて収りp;I ，I~べるこどができるども同fLみる いかし、このよへな解釈;之、夜

苫ヘァン公判jで技有段階でLt:IUを翻し たよ与な場合、 Ti刊に問辿する技干下段

階の書山与を寸べ叫υF剥べうること hこなること刀、ら¥{云tlfij!~:拠がJtc限定、こ
ji'r"f;: ?れる守r-'i~ ヰ防 l でえす二日人者間格的保陪干、仏、問丘、日，が甘す反与にな

ゐ\といっト批判がなさ才して ~l

第:2(， 1、夫判 {J I;;;~巧 σ)能力、 '[/) 干件、偏見、手1)存関係Tぎのみに間対:'-1 る純粋桁

HJJ事失をす訓する手拠について非限淀読と μ様の吸いを訳める市1~;j:九袖見事実非

1:11山孔である このぷiょ、えら亡、イB:2己条よ:てイi存される誕:見は純粋椅

D)J 'j:f'j(のみl関連寸るものに限定され、ァト要三j'士号間接主d丈l問1ftるものは

;it1之されしな v 、 ζtる以3 、 l コ/土'l，、半実・|ドj以串実に|期 i:~-"必ものについても許

，j -lÞ~主主~~~いよつものとして、，$ ;1 大 CjJ;刑:ド訴 I ，'!~lj、逐条解説 IIT 可û、明

奈川?疋^公!ie!:-とf:所、 :g杓 ¥1~) 127只 lそ〉勺とも、柏ど二大 I Jill詐328条しり法意 j

判明時託制eur:制 1)[-1;宇訴訟足、ぷ本間開必請 ( キ，1折、 96リ'1') :;りさまf~;会 {-j

二工アンスが宍なるん熔f"i企 'J!千劾証拠J :，iI.'i主主>l:E11編集「法律実務戸主

出刑事柄 泊。也、(+君主|現、 19;;(叶j--，; 2()ti7克、 ;:1，;'1-"fctJt r~';: f-jJ:j}J奇寸うえめ

の証拠 l警?青守t論量三37事 Q弓(19訓示) 1:5:'頁予伝記、回藤 1[( 光|卓→:二、 :_~:~8

条を、 i伝司法七'10)高mを日除し j たもの、 とされる LけH丹I!!除幸重、丸t仁C: l-'味王T者:frけfれ川1司jヰ事手z訴昨訟
J法、j純4要 7 汗副i収L 日戸;;丈ど干訂L. 1ω9;:4年 2包μ2弘凶4引l仁リ:
円T育守判軒「よ;梓長 l証i則山f力Jを争ろ司或正j拠型処』と 、リf託E氾E旨の申転ム三ヲ撚f吹5」主暑量民乙学j長ιLと:王論有集2幻n;.口:9何:il午}
i防6頁 u非ド円F隈豆I定~w品主は、 戸爪訴当只玲手の l件T百記己5去のJ是f十3少始ん ぜろなし l取扱も円能」

と守る 、』勝寺尾‘前掲 (印日訂1

U 古出日詩勢，tiJ.訂弘Jム、Kよと ]川H刊1;4さ品品*手詳詳ケE訟古法2おc，、;講奇! 1情ι料雪割[!-;;附h杭t、iι987年)16ω8-丸r円1ο
I 松問11主主，1"間μ、FiUの例外(IIJ';~ fll苧悶=用μ裕桁「新法Bi'l、jcfこ子請阿 波

科刑事訴訟法 L青村喜民訴汁、 1 州ノ:-~) :i': 9民、 itw;{_~:Á交官 l述刑事訴古心/合{中}

[祐司収L!J ¥成主A 、200:)牛 2-'15頁守:ο
s 寸不義男~--ff::-*辻H~法の oi&，5空;_!;J~布[言 j 止版1， 1有法|剤、 l

，品安u": li攻守:TJllj jJ訴訟;J;~青弘、(有斐問、 19~;M~') 490同

二日社S8(4':l8.:.) 2i泊。

179貝、ず

~HiGj 



判例 1，対冗

万三されうるが、その場仕L土日己矛!有供浅に247=されるとする とlごうfかれるハ

しかし、純粋補助ヲス非限 íL~~.t ~立干ししは、ま夕、 l要アゾι・間接ナ上火fこ関連

γる証拠とそ与でな v 証拠とを明併に|メ引しうるのか、こい斗抗汁がなされて

いる'"ま?、この誌は、結持崩w;t':i:の立証は同戸な1..:.':.明で足りるFいうli..
坊を品加にして， ，る d、じっ己解されゐここか Lii、純粋補助事実的 )'(~If:について

も蚊?存在;円すがι世ごあると1る立尽からの批判も10jけられい必1L 
:~~ :1は、辺氏子、に(て日モチされる百::-.;弘子、〆公判l供官官J)舟己才脂供述に限

定宇ぺきとすゐ限定~&-C ある l 仁日比疋況に立うど、 L珂JιJI""ミ年収限}こ:ぺ判廷

に村ち込まれる事官を回避することがじさ、 E人審問権C)↑京湾ゃf云湖、去則がつ

。百仰丈Mi 117"1.つTjíll ごb:訴訟μ、(J ~í;J (下ノ~ ( ¥1_ -N，1'rt言、 19/6/fノ412員、伊藤栄
枯.t 1H~ IF注釈刊亨iF訟法 :-;1:'nl;C第5巻巳い"化目点、 19何年)37::)貝(宮城敏麿
執筆〕、た野布太良I~ I刑事訴訟がみムは芯告のE慨についての 4祭J ' 普房半'1
1守返日記念 rボ1Jt'li丸事jのF阿南と7'tをJJ (E)t 止、す、 1998年 :~iH夏、 ~Í.~足前掲(た

1) 75豆、古山手嘉博 1)1;事詐訟i去 L楠訂説]「 (江主丈主、丹市7ノr-)，}e7 R 

，横井 前拘「ノドl詐冶28;$のij、志 J 、H4:1308貝、光泰寺tt之「目己 T訴の1Jl-述
:ーかぎるか」熊芥弘主l'縞ア再正弘法大系主:村本三下論干し、 。7()午):i740. 
ßD一法司 i}-itì:j、 37 3f: 之 J頁レ可IJ 剖;ム三28朱」 11、学説叢~'1ôtt 之号 (1999年)

頁参照υ

に

2 市 ~lf ~-~ ~ !川半訴訟法、 i!:辛問、 1%8ιl出_;3点誇:6:、伶木1主R¥n1')刊ヰ訴
訟ιよ立百I1以]ι (:r林吉問、 1900年;21忠良、渡il，;修 l不 I:.:.-;JI;述、円lユ手口
供述」現代刑事法:6号 (:::()()ιノ:)叩虫、 jL駐 日リJ品(R土7)2-:':~. なお、 1，<tlir: . 

治認可圭ム1) G頁。

3 ぷ定日に立つものとして、 Y山・前掲 1コtlヌ) 25円良、~本 丈「実務判事

訓拠法¥ウ1t:書房、 19ω千f)182良、桔.k1 宅k~刑事訴訟法 (千j 斐閥、 197IJ~)

242貝、田中村lKIF新版証拠l:':t ~i丹柿第~\ ，:;J:z] .__有吉閣、 91l年) 198丘、鳴J~

叩Jl程「稀)尻町11事訴訟バζ日再三宮I 有料昔ltJL新社、 1981イ)22自白(問長指5執筆〕、

古問中爾明IJt:ト訴訟山 Lフ訂版L!J (1;'林吉院副l社、 198，1苧) ::A8頁、 g~、・前

樗〔同士iヲ.1 216 問、抗4(~~ ， l~-' -刑事五訟法ユ〔1当汁古l丹、 IDD2年) 149~~C -f了μ

出侃 In; ヲ訴訟μ 要説~ (イミ斐司、 1993 !f ノ 228ft 、 I~Y~l 出光了 l J川下訴訟、iJJ:(:;32S

条円前釈及び連Itlについし判例会イムズ9Stlり¥1997年)76司、 tt芥敏邦縞

昔 h現代刑事訴訟法ζ 之 ~iJ 百堂、 1~)%{~;.; 2，15子:'1井紋邦-=I...I'判長

廿 :1:山;51耳R!J' ... ， I取材可 古11¥卜13i 訴合陪執筆j、ノじ議.slj掲(~~ 7 )ワ44頁、

臼井 11，. '-H!;事受務ji::拠法|抗，1版1)1('("1 WJタイムズ目、 2CCi':j')20U言、ノj、!II・

苛持¥戸UI44問、 A波前拘引 1);-;89肉、守山，'，J'st専制 (JPJ中部;;hl、詩義」
{八 I 代出版、 2ü{)í年)27i見 r伊 n~2i寺路誠泣〕竿

~lìJ、 S8i4. 郎、 2(1)8



~IJ事判1';:jl，升冗

J友きになるゴ W~疋説的 I-，'j~k垣内:を元1: トtずることがでえる n しがし、以岩波に弁l し

どは、 :-)28条によハ、守十討される ;~iE ~~E を河 lユ手目 '!JI;j~ ('::限定するのは丈烈に以

rdといへ批判がなえれごい今" また、限定説は、公TI~ 供述省が白三?肩~-#.:­

述をしていふこど 宵トトを立;止する二〉で公判供述のがmt十を減ぬ jーるものであ
る(どちりかがヨ吉弘争ので、証明}Jが減殺されるj かり、 3:::8条は1云同法見:]の

叫がといろよりむむ，ろ~t 白川J 公;認定と rJi( されることに公る}九すなわち、 328

長で ;;;rモチ汽れゐ ~II 摂1!之、犯;Jt!事実の認定の工めに~~ i，τ川へられゐものではな〈、

もつはふ公判f!日辿1干の官、述内矛盾をf首都Lてその信市戸を争うために取り読べ

りれるもの?あり、 I 献需;こは刊2州副拠であ勺 T(云 i討rJ tll_1也ではと主~， ， I こ解す

るのとある l行 そ 0) ため、以え~!.~にあl l〆、 l士、't'，1:去、 32N 条が~~( ~了られとし通る

ことと平行しなν、のではないかどいへ批評dもな汽れ一訂正いるが"、限定誌がJj.l

ノ主の千-"祉の通:心であるとい Jてよい

品'S~ :立、被円人M]o)青青木;こかかる副秘につ v ては，)"::)ミヰ:司?とfJJt去のぬいでよ

いが、検察 H イ~:JC) 去ポ(，，-拍かる戸川仁っしィて(j: I\Tr包ぷこ日 il.5t山政しイ♂寸べ芯こ

);{， J'(~8ú\j橘成説ごある lの'"こ乃;見のイt-}、山読者である!日ι 裕|主土は、 ι328

条りえ7暗からヲるこゴJIU;i三以が安当-，:'あゐが、柏町五削の請求:こか7)，ど tfj~に

つい --n土、それを加限í~;こ許すと主主口、2tj長 2 担のいl汚する社人審判持 fこ抵触す

るためLI己矛盾供立に似>1三寸ぺさと.5.{!る" また、出;-r慎iiJi-(f::rH2もη昨i約

構成説をヶト J仕えさ九て v るが、日二口下手土がJド;~~説を不調 されたのに対し、府

r了日[''?z.授は|主主況を法正直とされるんその上で、憲法:;7条。 明治段グ〉 iT下h'¥i，は

A 河上院掲 (;:t(1) 1，+U民

市 E三"前渇〔百七12;2;)2円、 l寸:jW"i'-下'1' ~ill，ご(言t13) 2--1St1，お木マ ~I;-!司¥!iL

12) 194 軒、村 7 編著・首棺 24~-)貝(村 I ~)、品 =}il:l，吾 =l:_;JN= i'~í 同 3ij

lト 新会執詮]、光 ~'is . :jif l?!: (，在(! ~，1 ， f{~争(

h 鴨 π'J搭{註ム'j: 2:_;8百(引き執羊]υ

戸山吉凶 1上梓!十f~ モドi訴訟法巴 (有主主将1、1"さo午)377貞
“出言裕三訂版}l:Jヨ訴訟il、ノ、行 L ↑~-1.堂、 1982よf} 24 '(P:， -9:1:江，前 j司\~::

11) 1 Jミ

り 3忠夫:J)解釈と Lては限定説;、"ちつコ、)17:;売の解釈と L.(彼告人税IJ(ヲ1，

tm立正は戸附な主凋で足 1') ゐミすζ 立J品に立てば、片前的.I~:成説，~: :w;列、の明付

;こな/，)~例えば、しJ取 泊持¥日下 l)問自民、お9["[" なお、庭山見t[;'JHJ事訴

訟;L ，~ (口本許 ~til: 、 19T;''-:f) 167弓も|司jfと推される U

~~() ~~，~，:・n:;~;t) \~-n K) 2c:.討民

二日社S8(4':l7D)2i沿7 ~168 j 



判例 1，対冗

ザよ ;11 人がイ云問剖 r!if を同 v て供忍F;i 拠を '~Fキ，-る梧干iJをも保障してい乙ものと i騨

し、 :-)28条の解釈とし -u士、被さ?人測の請求にかかる正拠を片 I~T(:~ にぜてく許主主

γるこ;が之、l主であ/"とえれる 2九 νかし、円団的構成長立に丸「仁ては、 :~21 宋:

);L ¥'のお足乏に鑑み42ム被告人制jに戸商」如ニ有示!な f'F釈を~i，t，; <二レは匪新ごあ

ノ心 、 手いった批'Jがなされてい

: ，i' ところ了、 こわまでの判例~:' J"<'ると、 :-;2出条によっこ許口主わる正胤の

組問につしご叫伴な判断を示しト以前よ&::~:J↑刊のない '1' で、

一山;こ-.!.!.....'-)ものと;;H定叫に-'Lコものエ!こ分かれごいと}

↑級審判例は非限定

非限定説にウワ円例としには、ます、本1'1弁詩人が 1，;;主烹において引用し

ている[; lt~;r~(~ 品科医'，:;-1・ 11 . lK半'1特報1り以3頁令挙げることがで;¥る[1 1 

1土次のよ与に半11i' lごいゐ 「原審治 1 日公平:1; おし、て検察官が~II 拠 í: lて取

読を話)kL/::(----)弓fJ'mヘi主流子iEi主ー)入に対するt6'[祭事務1'，作品のうL

而誠言、三) 1::;(，こ五了寸 ξ 検ηキ柑官f~成(1)供品司君 (:U; CI号耐の始天宮】こつ

いては、被;11人投Z)弁nτ人:.，-;]'::;1て之主采拠とする:と i.:"':liJ三、 lなかったこと
が切らかであるから、市I]'j:f訴訟iJ_、市3211:tr-:、の規定(，.:よれ之を証拠と fω 二

とは;;Tされないわけであるが、他問|司法第328条により公刊J月|におけゐ後白

人のうi、:t-.1/;乱i汁jjを争うためには之をtJJ拠と寸るごとが同県るものであると二

ろ、原刊第 1旧公判調占内記載によれば、 1-';公判期行におvパ iむ!人が本f'H允
;f;:か、る窃海未遂のよJ夫をさ認「る百世述 r，{を(、絵怒'J'において刊記抗
3?S条の規定 JこよりJ寸i土l主的乱仁;i!J を 'P うためり乱~~として円。己名害 ITrl 0) 1I'Z剥

方を詰ぷ L 、!千裁半lJi}iもその也口における証拠とLζ 立与を，，0:1べたことが1I円か

であるか丸、示詳の!;，::'Ii'C調子続i;t適法にfTわれずものと三わねばならなしと

ま汗、 p]点京tr判1]11古川。，ワ7高汁IIT;4きt;;0-17]';:;~ は、 判明百I';:i)、第

3ツS条は公判ャ備;心土公才:1期| ;こぶすける被 J11 人ふりi也じっ ι じI)-~jt述内説明々を 3

2ム ~d(T . r，'"勾;，，111) G n-
f 佐ノド・古;， ~弓(註 12! 216Ti.同111・前;司{註13)77頁等)

っただ、判明[I 1は、括，1，古きによ川、て、 おも裁判附と J て、出:る反対証

拠については、ょに j:i) jj" 11 ヰj)j;士 '[1 うけ象とさオしている~"拠投びその如何なる

{，]j'lJ"と攻11↑二I社、に司辿-Jるものであるか令指摘じてほ山するょっ、 Yが民山北lこ

):J L迎i';のH1t*を為すことが、さましい所で:一工あ匂とも述くており、

)t ~(s守(，-:. ，-Jf:限f誌に立 J てはし 1 るものの、 1長主:説 i も通じみ忠考を f~ うこ k が

むきゐ、

l~fì9; ~lìJ、 S8i4._'J，78)20同



刑事判例叶究

うためには|叶法第321条乃主左右32，1条の規定により証拠とすることができない害

前又は供述ごあってもこれを証拠とすることがむきる旨を児定L亡いるのをあ

っていi法の法文解釈よりすれば 般的に刑事訴訟法第321条乃主治32iJ条の規定

により証拠とすることができないE而又は供述であっても公判準仙又は公判期

11 における被竹人、証人その他の.1';.の供述の ~íE刷 }J を争うためには総て無制限

に証拠とすることができる趣旨とf押すべきであ[るlJとして明確に非限山説

にすち、[3 ]東点、高判11"g31. 4 ・ 4 尚 ITIJ集 9~き 3 号2 /19_H では、[ 2 ]の I，e

判不が引用され、 rl司条により提山し得る供述は11己矛盾の供述に限らなI.'J

ことが付汗されているレこれらのほか、非|担定説にすっ判例としては、[4 ] 

東京市判町36'7・iお判叶29:)号2P頁、[5]東京高判Hli37. 9 ・ 26)k~時報刑

1310き9号233頁をザもげることができる。[4 ]は、[2]の|ロ己千1);j:を引用して

非限疋;J~に立つことを明らかにしている口[ 5 ]は、「なお川論は刑ポ訴訟法::128

条のいわゆる反ail は自己J~屑の場合に限るというのごあるが、採るを得なしり

としているのみで、 328条によって詐存される証拠の範凶をとの程度のものと

祝えているのかが分明ではないが、限定説のす場についとは明確に否定したも

のといえる p

他方、限定説にすっ判例としとは次のものがある。まず、限定説に"っ肢も

古い判例として、[6 ]悩|叫高刊附26・9・28高刑集ィ巻10号1262t!-が挙げら

れる o [6]は、 rJ刊事訴訟法328条にいわゆる供述の証明力を争うというのは

証人の公刊廷外における供述の真実刊を証明するためでなく、その証人が 1，)一

事JWについて、公判廷においとLた供述とJ'盾する供述を公判廷外においてし

たという事実を証明寸ることによって、証人的公判廷における供述が橋信し扱

いものであることを立証する中なる証人の伝惣性の弾劾に「ぎなし勺としてい

る。ただ、[6 ]の判示J土、 328条によって許存された証拠を犯罪事実的認定に

は用いえないという主脈 P述べられたものごある~ :-128条によ u 亡許'むきれる

針拠の範阿が問題となった判例で、和Jめて限定説にすつことを附つしたのは、

[7]仙台高判昭::ll・5・8裁特報3巻111号524頁である日事案は、公職選挙

法違反事件につき、お I審公判lにおいて買収の意思を否定した被告人Aの供述

の証明力を争うために、枚察Y¥は日らの供述調再の取調べを請求したがてれが

却卜されたため、検察官が控訴趣意において|ロ己的 l審の措置の適法性をすlっ

たというものである。[7]は、 rloJ条の規定により公判準備又は公判期円にお

ける被告人、副人その他の者の供述の百11明}Jを中うために用いることのできる

北法58(4. 377) 2005 ]
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判例"対冗

ffll 出 i士、よ止に剖羽むを ~:I おうとする供 l主をした ~-v)従問のf住民を J己設〆た書凹

んは-!JI;;べ・..に:;Hるものとf{'する」と 1，-， -(卜百l~1審裁判iYiのJi;i首会近江、と出j

;);-;8条十同 f~Z) 最涯のた 1 '1約丘北判例少しでは、 199('年代 t 入ってかんの古

裁判例が:'1'1めるか、そオしりは共:，，:1認定主にげっている「ま「、[s 1京示両市'i
V5・日・ 24干:)1.，1 844 う}:-l02同は、 :k;レn~8 (~におい -çはあるが [なお、 l凶lU

にJ::j11.阿査すゐ〈て、原判Jij-~ は、 へはか治 者。〉検察官、司Y人吉祭員、可伏広査

示した

らにt~-1る11'，述調♀ 8.i!](謄ぷを青む人 I液晶TのJri1守Jこっし¥-c レ ~-tる芦

山、実況/，U.i~利害、 2EL4聴取書、':}，~行犯人法桔 T紙委(三 jモ心等ジ)書 CÙJ を者jz-ò

人の三'，flli!~沌のリ平対抗 l"i;l~として州出川、:~2g 条;こより;采 111 じているが、lFiI条によ

11 許容される訓勾は、引に KII 明 }J を "]'1 おへとする供述やし J入者の棋辺を~!2~止し

た74t丙まにはWi主iCr，!られる Y 河Hべきであるから、 l虫脊グ)百三己拾1百!ユ不:1Zl;'去
である J と判示しているハまた、 I 主 l 止!:7" ，~\:P;T 8 . ~・ 1 r'，-;))刊，1t-~9 学 i 考 1 '{Il 

民 1[8]と1，'1じ別事事長1ο部[裁判十fもIroJ-J1，-よるもの も、 原れは、が 2

121にわよるAf;成の述:h

担i疑手?の ry~ {'ァ唯 ~_;~i こ説ずる-~ rflf:~f しを、弁芯人からの請求により、f.ヲ"+法328

条の?証拠とし ζ 持4-i:ご収り ~i6_ べ、 てれらをf干窓生をH認寸る交料と J ごJ引い

といる 1 かいJ1'11Y法:i2h条によれ日 l 行革れる司正指~iよ、現に証明カゴ'争i'3:) 

Lγる洪泌をLl，者の当該供述 (JX'JPずる供述又はこれを記恥L，寺田;限

られる τ7砕すてきところ、ぶ ;~ll~制八】詰求書フ法についヴ(土 A(l) Jjl，若手公判におけ

るII、述乙山間にいかなるJ叶うがあるか不可であ i'J(立正也UAも7逮捕状の前ぷJ

とされているノ)、また、行司法警察員作)えの喜由にツいてはおぶそ説の~*述の

i止「ソゴカを/11おうど宇みのも「ソゴ(，かでない{ユエー:三極白も、絞むtffのIリJイ土刀言明らか

にされてv、ることなどとされている)か 1;)、1ロ苦手ν)H;! jr.gii=.拠。)採出。取前Lべは
違法で主る.ltl方、 司全の"正子机l土、 -~ilf.rlの戸ITF3 )J を争う限 l支においてのみ 1~2jn

しうるのであゐから、原木が1l意性にj唱ずる事実に円いてとはいえ、れ各所舟l

を積赤(:~認定のため l 刑しけーことも疑問で __ p-;る として、以~-，E~;~ ( :~ ii..つことを

明時にしているハ

[ !! 1 ~;.::在に心、é$. i:た:i2S条に均する判例は見当た ιコないが、最圧の+;グサc
i土限定説~ ;'r 子、運用が定着Lているこムーがが拘 3れてきf¥ホハルヨてi、."

~ 1伊説γえ制(也 ィH時 t百七 9i 37;J灯、井城執筆1、大針. HíJt品(~七百)ワ93r司、

~lìJ、 S8i4' _'>'7t;) 2() 1)~ 
J
 
I
 

【
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~IJ事判1';:jl，升冗

両裁判例かずT1O-:.i-!-司、また、[8 1およυ[9 1 :土共」与己ポ l再供 j~;立外グ)言，1

拠を取り司JJべた l審裁半IJ1l'Iのゴ;併を直il、と 7たもの、めることカ竹、非172ノじ説

による活用が皆_U!i::: vうわけとはなし、二ともまだm帰されてきた加、
このよつな状t忙のトで、 ミフヌまたによ Jて計百されるJょ?品川市立司ぃd 山、〈

最 I~j裁とし -c (1Jめ工明椛な判断を不したのが本lUi，土である 本判決iz、';;:)詐

i.1、 :~~8来によれ許浅される"正j処 l立、 friili沖合宇う渋泌をしたf?のそれと"1"'h;j'-] 

る l何谷の供述が、何人の供述書、供述苛 :~J~x した書日 l刑訴法が72める要{-T-~r

i蒋とすものに限るJ、!日i人のりl::iiを聞いた L する-11-(，1')公判明日のイ11込えはこ札

りと|可視:， 1日る NII 拠。 )ql: こ H~れている部沿い限レれるというへ 3 亡ある とし

て、 ;-;2ぷ条lこよりず「芥気;l"1ふ niE鮮の節F司について、学日仏亡のュ白日仏と戸れ、'J;;;f年

lも右hiQされてし!る限定説っこ」を段ナt救/:Lて力jめて判ムかにし と占

こiF-'，立な H 義がある ρ

に2 をれでは、 32ヨ条の解釈ζ 仁て浪 "_'f~~i，は妥当なのであろうかJ 時刀;こ

ゴi 限定ぷの玲首のm，:丙オ令ょっ仁、 328条のえ理から :~~jふょを導ノ:こはでき

ない判。辺、角干草'((J:丈fEhιJ丈でなければならないこ Lは三うまでもない し

かし、 .;)1::îl~ 7E ~~íi. (立、条 -).c'J丸刈のみLィ句況 L てお、その結史、年I;~(>-F三;二{云同証

拠を許容寸るごとにむ灯、百，1 人審阿倍の保障やバ云問，1;:1:)(干 ~'4主主に L かねない

といろ t'，~，二本質的な問題があ

ムドイ、止汗「枚?とf''; 1-~1;f:IH の fj:;込詞 F47JLドりjJ:tt. 松尾治也縞?刃IXf刊ナfet;，ι訟
法五、 l占林書院、 1998'了)309目、宇藤宗 ;-328条しつ烹"(， I ;[11'1"訴訟l去の"'fl-/T. (~'5 

ヨ仇】(、2¥102年) 192 問、松尾法主仕修=朱堺市I; 'jf-~r~ ， t公iJ ~ :;;'; 3 ，1~Ji出荷以L， (j!、

XSi、 2~)(泌 75'~ 去、むjL没S;';主「刑事訴訟の実務[新制] (;'!; (*i~:! 牛法

j昆11'1版、 2的5午) lSi<頁 L伺 tL佼他 民ts';吾和、三五1、村岡0---r-正司力を争う証

拠j 刑事J訟法判制UEi渓(害事 8，';:Ji) (2i川)51;::) 1 D 1 虫、:ri;j.計樗〔止13)200 

'fl等υ

ツ3 鮫=茸f百 1--+刊訂以、;-J2ぷ条と同認可l"~l 太氏!11) 'll尖持研究会古川守';iF l品以、の訪

問日互 u-~ ~ (+iJf;~ 今イ ム人十十、 2ωl'y'-) 223}'~ 

~:I; 'ir:J ¥--frJ;Jt JLJ!え予l之、この中、を特に強祝されるい:Jf-• -2お

と五;..i~t 吉法干入門|抗 3 技悠々tI、 2005 イ1) 1.1(1点、

の主役[司'5'2 fr，~J 巳(右斐陪L 2001'T) :14(;同参1ヨハもっこも、

釈だけごは不十分な域ながあることちえかれといる J

午判例[?1 ~:自に
り:) -'1主 ~ffi .口I掲(日L7 i ;_;{~に頁等{

二日社58(4 > :l7:J) 2i沿3

[~l ，+~ I，W頁J
1:)11ι重弘司法干

1~'Je~(ニ、文出 fiì'

:1721 



判例 1，対冗

そ〉勺とち、 3売さ手会はう:内 1;t .010)Fr~月 J) を午うためにf云司自l 予牲を πT手干している

にすぎす、 J日;草 7J人ぴ)h:2，~，とに nj 1.ミる干とを 7ム往するものではない?と川に混み

れば、司限定説仁、，たとしても証人手作判悔や伝 n法"'1"介1iる単語台(二小さい
kい 7ノ正方もあ :'1J¥ /.心 これは、非限定説の，~J~~ (:して .jì 宍認1亡が哉さ~tj(半iJ'C

二 J って1;打れる点を宇げるて主張 ~l とも甘什7に|明直する，:)~υ すなわち、戦業栽

判:__'，'r.."あれば たとえ :-128条によ-:)-C(1-;~9，証拠が広幸l[: 二許'd されたとし~- 1、

ð~斗l事実の認定に馬、三ることのでき~! ~II 拠〈ヤッうでない百:H~~，，: 0)[7引できると

いうのである〉しかし、仏間法日1]，;手、まさに]1I II，e，;止主義(':18条 t こ t~ -9
L

ゐ

g!，出iな(i)'{."品るう、t)、職業裁日i官によ}仁事実認立が公されると 1...)うl汁を強!判

可るのは妥ムjじとは lLI われない<~ また、砕か仁、時';~裁判 l' とあ 2 しは号、:-:l ':::S 条

によって取出べられた百五犯が仏Lに犯山事実に対す/コ ~IL;判 }J を備えてし!どとして

も、そ ;h を犯罪計一支の ~;E-;E.:こ rtiいては J云竹ないということを熟知 Lているであ

ろう!こにか〆、そのようなtll拠の存イが、裁μj官じ).1¥f形成に与える影響が

J4fliであるとは判 1様、叶、そのような壬拠か犯罪事実のlと;";E:ヲポいな'.'とし

ごも、その上うなた慨に夜L/こ;利也、乃た慌の詳俳に粁'E=誌のうちに影響を

与えるという) も台支できな>，'，おつきれゆえ、 "1 札定以~_Jl.って伝聞証拠を

広紀に認めたJ品合、被古人による十りな審問を縫亡いない社拠:こ対Lて、公1':1

iわ七の証明刀を減殺すゐという巴味nこの迂L18--}Jが守えられ その宗主君、被山

引j 成立司+'11肝25' .1・S8市町長九誉 l 三一i三三頁、 lt{京高;止|究:26・6・7両市'I¥ie
4 巻 6 号ι33 由、最決~L!つS ， ? . : 7i刊果7ぞきT号つ37貝写{

、目安庁A 所持 " ~主 4) 20i37 Rc 

叱 '-:-C!主主救t'2~工 学説の対"の:-iJJ~j，~nうな要以となるのは、押t);f:l l'門こいつ

1~~íF~ ITか、 l<<~:Jr; {j>ρ証"!f;t¥% [.. .~-隠して事実 L杭約と!，働さうるか rì?j~C)gH

識であ九う J と指布lさjして 1，;る 宇藤 e 目H~ ~fi土2:1J 192三h 右お、 ;1ト村政孝

1328条の主義j別専1';1:訟法り争点(刀;抗 (¥ωl{f.)りさり民〔

も窪白人 l 新日;1:11下訴訟il~:fNit ~t:Ll ¥蒼丈干|、三96主) :礼子foな話、 7工宗 e

:tJお ¥i:f出) 17E貝

什凶作r・打".;号、註 3) 17民参!!ι

おれ川才頭「刑事 )fnj~~'*講義: :1 ノド子論社、 1974~) :行4頁、イ:JI" '百J品目半

13) 201J言。伊月:滋夫花判事も、 I • • .口[うが世烹戒のうらに(:する 11~1Íi拘減、

向分の志刊しマいな ，-，，，tチJt・偏見とし;ったものかム完全に;'U川るごとは不τ能
にある」とさ才~"Cいる〔行政滋j、『事実認定の呈硫1 有玄関、 2(i[iO年 276tCi

~lìJ、 S8i4._'J，74)20の2



~IJ事判1';:jl，升冗

人にふjしてパ、当た;(Jy'，'引が形成さ九る后;険があるおυ そ λであれば、そり」

つな危倶(よ「もきる浪)取り除いておくことが必要である c そして、、のょっ;;.t

必U、は、 ]!jJ-i:)ヰく実施され之}主主判長制度のドc:己:いっそう許証まるのでほないか
k思われも :.¥7 )): [1-;"足は、裁判じ j，は呉な:)、そもそも:三拠詑刀KL寸概念

l 二不慣れとため、犯罪事実的認足 l 崩し、うる ~:::_t処とそうでなし -'ôi1 拠とを訴滑に

1 (出1I、きるのかじ 'jいては疑問の::Jご止があるj'， '}-:-認しアメりカにおい l ゾこ泊

され手、副拠能力の否定されえ~:: j~il 0) ~fιが陪審員の犯ヅ1 亭だの認定に与える

ぶ響t こ関する実践で~j:， /:ことえlυのA正犯詑力が介刃三さ hととしてち、 11 じが

才T~ú すると L 、う事究自体(こ接することに J つ亡、右外しゃl の形成刀、jli長される

という針i宋が山 Ct，るのである山

もっとも、突き詰めて4えれば よ主判百や裁判民の犯ヴi亭主の認定に;)';i笠を

7えるJ去討がありうるのは、 1[; 矛右1J:~1f 乃陽台でも!可様ムいえる勺〕かし、

松竹人による十?な審問を将亡しいで~ -， tll 拠の幌市モどと当るかさり制 ~J~ ~~亡、百11

人本日出培の i又伸ヤ 11、出;;:;t;別をよりさ長効あらしめゐ !f~能研有寸るに1_ -(:'、;じむ;~(，i土、

非限定説よりもf主7.:.-~(いるのではなァうAろうか~1' : 

このよう ι寺えとにふと、 3つ8";島内解釈ーし-，~-:土以'7E~}:i が安当であり、日、JË~~I~

山手弓守 『汁リポ訴訟法[信 4 収補正収~dIげ、丈台、つoc瓜年) 4:~;)頁参同

!~\;i i 新検事も、裁判j員制度に石巨して~:トd.7i説ク)日 II t'H引を ;ri摘されてい

るいト;:I 苛惚 ltl::i1 42民}乙
治背十: 計2品川 G) 15民マ

叩 恥〕歪 rCj左半1I民の心理」村井投!日1¥tti 刑事司リ、引Lι浬ァ ([j ヰ汗，，~~t十、

初出午、 :>i8頁υ Cj: Saul ¥1. I{;， ssin ぷ Hul~;.-- Sukel心匂 J'ccdCOl1icssions aud tIoc 

JU(i' . "'1凡ムpcrimcnlulTc::o'i {jノfi山“あ 17;11μ ErhげリRulcワIL2.¥¥' aeld l"-Ll:ll日1"-bc: 

h;LVi()Y' 27-4G (199'1】も"~とも S-+:"C"1われたIJI種のノ、飲cl立、去、ずしも有
罪心誕の;三以内的i、J ないという粘来が山ていゐという、時|是チ伊東おfJJ

r-1、保応社胞の liil刀工Hi巾祉拠の百十:~ ，二J:kに及ぼ f影響:ついて け会人

f??一生が仮相(r~(裁判Hì になった場合の比較骨折~-~i~' 去と 'L、 JW ，I 巻 1 号 Lつ(j(日年

17ω民主~!i引コ しかに、 iill抱旅行の汗メよされた部拠をW.;;f半 f実(/)認主計一周いt
iよならな vミとし aうl民日;ょ、泡 1I一子殺の伝階、イ市享ρ〉ボy;:罰と記b+委に詩述するも
のであることに極みれば、ヰ?ぎiLL誌の形成寺効jと可るといっ結束がイjすすどJこ
〉を経λ昆Fべきではな吋、い

10以 1 :11'芙「町ifJ二止兆円向
許認 (~:l ム日) 31'6貝乙

二日社58(4 > 373) 2i沿i

ジ')ノ、 !-.3¥)0号(1:i行4年; :3:::;，良、 -;¥::mk・

:1741 



判例 1，対冗

に山つことを切りかに〆f二本"リi1:の'fU不l土支平 lできる、また、武村長制度。〉実

施を 11 前に控えた今、*:~'，~裁が限定説に，}っここを珂らか h ーした志義は大きい

とこ1)ご、本吋決(之、被111人間J(1) I出 ;JdC かかる l 本fT吉証」のん(，~ベグト J中「

じてい Lが、限定説を拡告八測の誌、Jょにかかみ;正 lt~ ，:，-:.. ":Jいてもそのまま迎用ず

ぺきなのかにつし 2 ては検討の余地かめるよ λlF、円れるつ lこれは、先JみたrT

r>i均構成百九と深く:-，;:);ケJる問題であ令 A

6 nl而的怯;iX:~訂正、決告人ム:検η'81: ，1) Fc~の歴然作品力ジ〉主守重詞 L/ 1J 、

被告人引l己イ止を lil]上さ什てヨヲ者問の対等・千字をはかろ λしするヴにおしミ

て、 また、憲法37.)ミ2国 υ)EII人審問権<7)保障の彼iIJ人制レこメすする)十u性に昌rC

し、 j羊米斗吠のように被何人測にも&~;~と情?ミオして主たL、問n 只IJ 5，丹精叫によ

可とする与においても、正(徒会材ている

判例bこは、に同;'，1存汎;μワュ品肝のFJ什h コいて FH~在に論じと b のは見当たら

ないが、先にλた I 主]が、 ~!tf'コ人組:0)言吉本にかかる当j~;r'r~ 1Jt片山外山 tll アと

を 1'f，';裁判j所が取調べ心ことが主法と!なものであふ τ こから、三主f弄~，-おいて

)'，回o'J構成況は寄れられていないJていう括杭がなきれてきλF二学長において

も、パ間的構成以 J二対して{土、 :/:'3~?つ条 1;良みえが後「人に手 J自主となゐ証拠に

ついぐも制限や加えているてとと整合Lなしゾ::.1:，31告条 j岐 -'¥-'3:21;た I羽13号

-le 
l手n砦側方、勾係者に接触Lて悦述書を得るなど、核兵伝的に日，1拠以来を行つ

場会~)仏、なくっと L ミ」ごと刀、ら、公判前坐担手続における t日早Iヰ]j:j、 0)拡允によ J

て、n-nt的構成三えは l既:スーのl清抗心 j、っている とのよコ摘もな 3れている(小
川ト前掲」託;;J i+2頁 Lかし、令幻。よる強申告さ J; 能な険完全1WJの ~:_:_J性収集能

力とそのよう J士治 !Jのィ、可能な被白人1lHク)えJ白羽朱能力こはそもそも比較的文J

象l;まなりえな v、〆(波辺修， .i:;j司[註12;il9J当者!!，qj、公円l削敢#JJT討にお
りる検察司の証拠開ノJ、も令聞nむなもの t止ないことにおみれば (;-116条の14参
E¥l.i、片面的往生成説ν) I :1ifiJtJはノfなお

fたわれてはいない三い 1べきであゐザ

，j::ノ、手1巾1cil高著. [;1，爪-~; (~l 2) ;-l18頁 LJ1: I:I;J執半、、民主111英J荘 内t;-15':r持品桶マIJ

弔訴訟法 f'f~ 3抜..古林苔向、 2今川{I'，)ワ2iti Cい.1111女夫執筆] なお、北111
六r!j~ ~-<;修 実務用l中プ「議J，三角、堂、 1991年:28'，封[後蕊点人執筆〕、江淀川将・

苛梶 CJ:~) 4f)貝ピ

刊 iw;;r・ f!';!奇 t註2;-)) :';:";:~-8. 

刊青桁 .-fJjJ掲げLiii 11:~頁、汗)集計~_ :3:;IS条J)法自 l刑事訴訟;伝J)争日(1979

-(! 百九5豆、、Izj;号涼 dd'J;j' i.i-J騨ifll平訴訟法 J斗 [全二了者l版]JI (寺林主主院事了計、

1982年ノ ι お頁[町、/:\./.~嗣執羊\光藤前掲 (~1 1') 246員 J

~lìJ、 S8i4._'>'7~)2()ω



~IJ事判1';:jl，升冗

が 'P弄平実的存白ぴ〉説明 j としていることかに法は犯罪#実グバ、京J:r'":につ

い Lも戸拠能刀のある証拠を要.>!(~-，ている 4 といった批判がI~iけムれてきた

LかL、lイlについては、被111人の公判供述(土、それが任意にな弐すし A ものであ

れば fべて証拠どして認められつみのであるからのの;また:~ J耳、汁IJ~I~規則 1117条

1 JfU、32つ条 IJ五泊t恒常11l人制提(l}r})司l拠に対寸る惜也的七規制Jとし 1入i劃泊を↑f

L-cいるとは必すしも百い蝉いc また、リJにツい l は、 1'-'-1被告人にj日陪1'7['コ

不作自二の iう日H 責イ1 はな~，¥ 0)戸から Ilj否」の丈に抗泌すゐ必要はない、()"犯

罪守1"~克の与をの止とι乃失敗は犯罪'T~;tのノ、 1子在に結び"くが、犯罪事実の不存

自のすj!~:: 1])夫設は必ずぺ、 1~U;r事安(?)存イf~::お古びワかないのであるうミレJ 、犯

罪rj1L145う存π とヌイ:y:1tと主|司 1 次J::~(:…請にるべ与ではない、 l じ怖罪判決に~iF'!担1

O)-g~ 口を崎げる必要はないのごあるから (33Cì条、 335条}、 ð~:)i' 事実ジ川、有 ι

を iL~正する i正i~~'::.:. ~三拠能力は必切ない'lIò、ムいっと批判があり入る

本十;)(1:，:玉、汁凶::0構成55'，(/)J司自のじj斉につい亡、殺行人間の請求iこかかる l本

f!;';，正」ル l羽~. Lζ いゐごとから、結論として!-;問的情!ιロ~:~C，) j也J右手P-iiビlた

ものであωじし "':jt旨i:~j もなされといる 1 勺 路かに、本子[決は、被告へ況の百点

にかかる証拠にはしてじ「竹な託明を許すものではないn しかし、本ft決;二〔向

的措成説につしペザー説 判例や凶ま乏亡fJ:il:')下げ亡拷討したものではな v叶ハ

ィ、flJi!とが lイイ|占f;Jl. ~:")五十[たのは、 l イ{';占証J が八C')昇タ，'i'!i戸 I (この

点:河LてU:;~参 :-n::::)をχくこ から{共生者の侯;.iiであるこレヘCl;己哉の?確注

目刊漂う、与いためであることに銑みれば、主判決 lこは、波 ;ii 人 f~'J グ)，ニ求に刀、合、

る 1正?担;('::<;;.，て，:;~.に限定説を通 ITI'なけれ Yよならな l ミ乞 L う也 iユι までは介まれ

どおよJ 仁被 (Il ノヘ1~IJ (j) j，t'i〆にかかる証拠につv ては、洪心話。)洪id'であること

や三校の三倍併の主保(宇なわち、署名・押じIJもLくはそ 1しに{芋仁子他州的な

刊，~，)のある J 号 FT には、たとえぞれが白 l__!，~';-)再供述に当たらないと 1 ても日午存

されるノテ池;止y~包れてしる 4，ヲと併される4パベ

"芹藤前:;-&.)

16 ;:，t，坊 Ij:J~ 匂

2~)8頁。

228京、高岡苧 ，y! 岨前i:~ ~百ム 13ノ:248_f1、 19喜子{ん

{寸土日)l;j/j，8，、市白.I川相 ]，王]ノゴリ1円、 主λ白 liiH-t)(r:，主 1

47 h:i -tj'-:"マ「刑事，~~;訟法講義[第::; ~IiJ d (，法律 d仁社、 η印Ji年)3.:16貝、徳デく IHi;

Jぜ註3J 122"R参院コ
品会;111-おν斗ては、七、明iL8リの，tJH'f!.l-tr亨尖l泡ノヒのILl草作(/)確保と捉えも IL閣
法門lj!)));見fhJ1と昼;なる =の{己 Jtj位、の情況と:!í~:、ドヂ J がず円 'íl-~ ミれれば実在:証拠に

二日社S8(4):l7JlD99 ~17Gj 



判例"対冗

2 公判供述者が公判供述後にした自己景腫供述の許容性について

コ28)ミの来えでは、許ひιれる Ac.:.~~干 J{r'U~訟の得られた R-，;則が限定きれ

どいないため、公:叱供述省が公明J供述後(::した自三矛盾供述。)~'I'-~k住も抗地と

なリうる叫 この占い悶L-n止、特に、公判廷Pの記入品開が終了じ作;t:.;.一校

祭宵がそのjj'r人を収ポベて得た公IUjJti1¥と J石するl勺宮内説書を、 328条を叔
拠:二取刻べ令ことが許谷されるか刀、問題となるじ

'戸品においては、公判l供主主に存られ丈向己オJ百供述を出7三寸〆ふものもあ

るが刊l、山吉するものが多数~X といえる s，てれにだし、刊'11刊は口走況が有力

ずあるご何えlf、[10]kt: 'i'庁113 ・ 10 ・ 25 r: :J~長 Z2Æ-'J]号961 百は、「公よ準清期

日iこおける証人への弓同市'fJ 去をに作成長れた可戸、のおむ察 l'I;~f~: 青争、 7汽 ~t人の証

明!Jを'JI斗訓犯と L'Cjぷ訓 Ll_' 況判JikO)t~ :j:;土、必 n も耳IJ 詐328条 ì，.~ ~左R.す

るものご?はな L、ミド[不している

己 本I'IJ決l丸 山訴口、328条:土、公判準泊又:;;:~日 '1日J 口における殺行人、百11

人その付"，の省の慢iとが、思Uの機会lしたξの長の伏述とオf押する場合l、才后

Tゐ畦述を L/:こ土自体のウ豆半をt:><j一こ2にニり、公判中的又はどと告知)]にお

けるその訂の供述の信尉判り減殺を凶る)こをi'iTI ずる 0~旨 n~)~f)J としてい

る前の， -!;J、内とし会いで ， ~IJ の機会:こ J た」悦直こしているごとから 本I"J

1剥土、公tIJ!1ti'主役:二得られたu己才自供述やも日i';'f争しているようにも黙[うるd

しかし、公判畦i主音 JJ'<Z~与'J供述f去に I~ ;r:信己不可{主辺を λおヌ:が認めて νh る

1詳しろるのかにつしては多大の疑刊がめるん確かに、 2鴻条の条文lむT存される

向己手J{r供述の待られ 1 同期を限í~L ていないU とりわけ、 '121 条 I'H と '{28条

とやよじ較1 ると、 3~1 会;取では公判半端正は之，tlι~ j 以!、の供述であることが

もな 1-1λるμ!汗jーることも汁されよう l との土張がなされている(伊み卓路iL，
防法見iJOi適用範刊に院する -.4-渋{S・:J;::)_:北大法子治集叩長3号 l_19S81fj 
'/(;良以下1，なお 光藤対~~~刑事，，1下拠社、山新総同 JI ¥成主t.:.2001年)1St)貝
1:
'
，ト l

lリノ心藤・百ぬ:註'7j :.>+(-)頁)

民 'j'、宇松本~'t!:c.， r~li:言の竺:二作成された検事~~'e調~;谷uι平漏 I問事

法涼w おI答::~、日間j ヤ J ムズ河、 197，~ 年: 318只、ノJ蕊ノバ.j，j他ー削J司Uu9) 
:~';'~)-H 吾城執千→]、Ti ;j 前品目U3:1 20L"j;!ミ

'，; iこが 己，;;;局、正 7) 2/: (I_):':;.ささl訂

e，礼衣 .8:i~g ~~l .l j .'~00頁、1'M;1・日リ掲げ上il'i!:{1:1互参「ぺ

~lìJ、 S8i4._'J，70) lD98 



~IJ事判1';:jl，升冗

&-~つとされているのに討ぃ、 378条で;之、公判UfJl辺町三rW~ }J をやうためという以

外に特に要件が!J，~れて νないごとから、'-l28$は公主，供述絞:こ待られた自己r

y吾供述やもμl斉1る趣旨でめゐこも骨干しうる叫 し7)通し、必丈の丈J1I!のみにがj

泥Fるのは託当でない まト、同 へ物の戸乙;手后供、斗が与をずるこシ向 H~ ，:

公判J供出の封切jjを減殺する効思があるこもいいうるが、そのJうな効来が

あることと、それが;'l2d'J::こ l許でさきれるかどうかは、 ω情的問題ごある J

さC，i 、公判棋連伎の収Ii~'tべは、供述。ノ正J;.}'2:ふ明らかにすることよ:.')も、公半'1

I!、 j主 ζ異な之 1J:~:ìiを引き I.U ずこ〆を討 nヲ:なさヌる t-め、取調べをそける 7i vこ

対し、小当な景23fを与えることになり刀、J.d、そこで却られた供述い公判供述

の正問ブJ仔減殺する坊米があるということ 11i木が競わじい1ノr 公判fJ'述絵、にi1、

廷外での且/えがなさ札つゐとし 1 う kこと白件、が公判での~" に対「る，jcょせにもな

りかね J云し川 そ〕て、そもそも、;三人宅手間後に証人を取読べるとし'"のは公平日

111 ，[~， j 誌に反するこ部人の倶淀川手手に器{可りがあるのであれば、;'jil人尋問終了後

円以前文仁よッてではな J 、去、tl)i主ごの話出によ:マ解~v.r すべえであろへ'. ，'，'， 

凶か1c_ 計2品川~) 14-1 n 

r>1 h井・ H'J'奇 t註13) :';()~'8. 

日行、口1中1県松，¥ rゼミ 7 ル廿ーすれ~;;; ~í 法(刊 J I何世湾、 19BB午) ムお頁パ

:，6一言I'i' 串小:lJユ自の')j<WL'.'11ミ正問、 1978イ1; ソヌ円、 山11，'削剥 (誌， 1 
:，9 ]員u
~-j 'i ;::;::::...:... . :1U:j村(司 13i465只、 "場他 山j 十円(，，:;-:~ι798ti 鈴木執筆]、北111

恥特・前掲¥， ~-土4- S) 頁2~)2頁[校接点人主11半J 、小 111']'i也編者・巨必(註2j 319 

日 L'I"官執筆J 、松尾・ ~iJ梶Ic主日) 7fì 良、 ti冨潔ド(11習 ð~ 昨証拠法巴(東京法

令"トl版、 乙D01't.')1'72t1， ))';藤 ， Mi:i司 〔設'/') 2，'iGt1， nlj¥(. Md:司 l百七]1 39] 

民主なお このことは枚察尖治家治ら 4指摘主れ Lいる 問え J工、 !:;~[;'I'a 宇 3ij

元検事 1ム基本的;ごす1)1;:[1{1]の刊示子支持しつつも、 l相F側証人に」、:L]
分右以t'弓問、しないで、 i哩?えと証人守司を終了し、その徒、公判任外におし J
て、斗己矛:tS.(/j恨みを引6H1，l.---、社百をL干効するこそがイ、2jであゐことは切ら

か:::'L_ょうっこれは公1'1)'1'心 i北から要請汚れる制限す£ります lと守れる l外

川平ULJI'-;IIJ iir、仕 32ぷ条の，iE)也J l:'J務総{?イ汁究州制りてFHセミ'j'-v別事J一社:
法 c~'; (1青山付、 1992年i23T:土、同持、枝豆口先丁 CT'l事訴訟日、.328灸に基づ

\供述調古の取扱しV 研修~(-):::'口 i悦)ろ年J10つ頁 叫す:、:::幸子「判l判例lyo

E兄J j:り|怖 568号 [199~，イ I 29町一

l制 J、上ど'i聴樺:救lk:!土、さらに、玄当じ自己方向供2711トLたのか2川、やその現

111 についごの反，<，J弔問カ Y さないことやノJ~:ゲられるいト日中 前向日日J1出
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判例 1，対冗

従勺て、公Tリイ~l:&役C)ll :z品十、 iC J って 1-;;. られた供J主をう:刊供述グn';:~J:! J) を宇

つために取り悶べる:とは許ちれなと附与れる}リり c述のぶこ、本判決

(ニ:，i'JO) I芝公の f其述J いう去三t，Iえしており、メト判 i:;~ (7) !~;l科 i土公汁供述校;二得

られ?宵乙J>r~ fJ l:;主;ーも及ぶ、も院しうるが 公判ノ11:;山止め向己矛盾供述を計

古今ゐことは一述のようにóf，くの|l!也!点をデんでLι るこ ι 白、本汁恨の事 ~tは

公干けl、辺訪の(!l述内許谷性が手われたものである二とに25みれば、ノメ判決の宇[

'J~ には、公判供述 iをに得 'dl え供述売も信也的ド認める湿守まではさまれてい

な1"ζ汚すするのが'&::Sであゐ{

3 署名・押印の必要性

l、 況判決は、 r:~;:件書 p" は t~lj r:rL.;¥ 0)供述}KÝ;i"\~/. i~. l.誉回であゐが、同菩

l刊には何人σ) 署名押印が主~ 1.' 'から上記のf)l:込を認可Zした宍而に当とらず、これ

と問視し得る事情ιないから、 )]I[計士μ、323条品、許存ヲるliil恐(こはこ当たらないと

いうべきであり、既Tでしたの私論はと当と 1〆亡是μとすふ:とうできる」と(てし込

，L M判えが、「本社会社」を日の洪注さであωと解L、それがAの自己矛盾

供述にあたらないことを山内にrn卜〕たの仁川ー、半判決;王、「本{(古品正 J を
A のうj~:0.1 日が紙吹 L た 11土 1行革収書であ之i と鮮したトミ\Aυ)cii:邑・れ「手がに

世じlご， 'るため、 1-i1- 11Yγ、が疋める ~!l:刊を i前/二」して~) ~ ~ここす~:::1irf-: 仁Jゴi

Lア':~のであ心。

そこで、 m忠誠以書が3マs;長でriT下手されるためには、刊、出占ぴ)，再ず， .押b.:Jが必
要ときれるのう哨:~1~g となる J 二円山に問し、活説iょ、以他者の署名 1'1;1市の

ない位法み吋f査は、供述t::'が供述の"，椛;土谷僻目立していないことがら 孟の伝

聞証拠 J なり、ペ:，1日:i!、述の祉日可力を/1"トう止拠f しであうてもWH:Jされな ，J--ず

同j.:)， J"') C 

'，'l松lω0[11，教lk:!立、 I~ iill. I有力を年う J 方υ、と¥.，Tの漬I1さに疑問がある jζ

戸れる\松尾 z 市ぬ [~J 1 J 7ti.p} なお、れlf.Ii I義司iJriflJ ~fi:t ;~g-;ミと阿保証

拠J :1円相;:;/P度重要半1:1刊訴説リ9約千)工5G只、 Y泣辺惨・ η江崎{註12)50民、

1lllllinel;日正J唱のお巴 (口ぬよ，1.， '~\只μf 年) 7()頁

仰い井出紋授;二、 l 少士くこもその証人を 1 'I 度 j--~':'j廷に呼~\~とが不 F 能であ

るとか、 えは著 1--"(、区新な品合に限るなどの限定がV安 J とされる(福;j.前

j呂「ロ!:4'il ~i53民"

l~79; ~lìJ、 S8i4. 品、 19出



~IJ事判1';:jl，升冗

「品、ゎι、:321条 1 J，\'Iええと:~?ワ条， Jl1とが停止述&T'r，、予告の証知能力を認めゐ

要斗と仁、供出'{1"0)署名..)'1却を要求じたのは、供民諒以:tには、↑):.(，1，_カ ?F81

化されてしる!いへ U:fTi;性:，'.-}):え 料取者古書由化して支刻ずる逝作「もか;間

引が認めっ H るこ 2 から、~;r~;::;i録取古のへj容の正確引を供述1fに硲認きする二

とL二よけ 重心f三位7刊を点l'止する必叫があるかりである、と併す.6のてあ.60

liII品川、 まず、 :-;2l条 1JJ，!および氾2条 1:只では犯出TfjJぴ訟ノじIc J!:ν三守ると

い与話、l味ての証拠能 J)が H~Jl1(とされて~ ，るのに刈 iv ，:n84たて iよ、そのよ~) ~­

"9~!I.K -c' (7)証拠能力ヂ問題なの fはなく、公判供述の証明力を争うためμ取訳べ

うるといろ意】fでのE拠能力が間出とされとし、るのである小っ、 I勾ベーを単純ニ

|寸!万'1に指くことはじさな d止と γ う見方はあ :jうる また、む品条の;0甲かレ-， -f 

れに、'{;-t'， .押白l土うよく堤述μ取喜であっ Cも両容ずる極日であゐシも荷主し

うる 67.すなわち、以内条は、「第コワ[条jケ?第〕:!4条の規定に上り;止括払トヲ」るこ

とがで主士ぃ書凹又は供述であっても、公山地fiiiえは公、山町ヨ;こぶげる被告人、

訂正人その他の;行の以込山訂正叫，りや争つためにほ こ"舟託拠と古ることカ仁三

るJ どしていゐが、 ld名・押じ1I守山1.;佐1":2:およ (Y:)~~ 条; Jtにお1.'，ご討撚能力

が認められるためり官l刊である三併すれば、そのよう 4:IL!刊を欠くえ加であっ

ιも白11河).1を争うため?あれば取i);]~べることが，(;， ，':;るとし 3うのが328法的純

比と併1 ものでめる し刀し、:.;2ぷ条やこのようにがした7A令、夫吋吐述占幻

自己矛盾供述の記~~さ札 l. 主主段取舎であれば、供述者の供述であるこ少や記

載の止住性的jll1正門な、弓供述銃取出がI!';;Ij:j、に法廷hこ持ι込まれる「λ[J;がもた
れるハ市:骨な j f L、万を←jれば、円円処C')升;れなv¥ ない 1〆:ま拝-r02による 'jj、刊紙

取台」が328条によ~て 2主主主i，?~-李九込まれる危険刊点 f~、石できないのであノヨ η

二のように考えてくると、 !Jl:;主張取古が ~:~8育"こよりこ一計'むされる允めには

供述おの有名。 j粁fI刀、必去であるとする尚 Fiji:ま :f".ic，~を付ている「

父 五判決;よ、 ト;:::，のような日穏や牛むら2先条 t ついて、設;~"'~裁乞して中TJ め

ご:i8 r.R 芸評れ日、ノバ料供述伍の自己矛)~供述。)li2，載されてし、る供述料れ寄が328

l 、 -:J:0 1也・直 t~ 7明主(鈴本執筆|、 uk，水似合{白調「九 2ンメンタ v

~\s-~さ I 11 (占杯書|流、 1999ザ: .1OG日 大野市太 :ll;'~:A土手J っh 市'J~訴吾、法

に子守抑主土佐伯 TIll 引が1'1'，:I訟il 第 1を 1 \!ノlと再 c号、 1978年 4閲覧 ~r弓胤

フ出た却さまJ会以。
出徳永日 ~g ~~よ '3 j 1.':;2頁
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判例 1，対冗

条;こよってJ存されるためには供出占的宮中・持出が必IL!であるとの限定1祥釈

を泌 L た~，~< \:::}J:義がある(，，+円 I_~矛 l百供述内妻i正 t問、は、公判 fiJ心者。)1!、刻、態

度が 員しごいないこと{ぞれゆス、公刊供述:~~ 1ô ;-11 ';:1を欠くという kこと)で

あるが、そのよへな:三町辻、司己1';官官~jdiが公判官:~j~手 l よ J てなさ 1 し汗もの

であることが確認さ芝山一初めて r-rT誌となる「も μ 、日 L__~S'IA 供述カ i公1'U供出 i;

によ口、なされたもの c'-~+:いこす札iZ、要t 之で人に対する玉音ノHJIの t 之 ITs)jiな

いのである この工うじ与えてくると、本判決fよ、通iFな亭史認定fいう尚呪

から支持しうゐもの〆思われる日 また、限定以(止つ以上、公子IJD:;!f.1Iによ

る供述かとうかが疑わ λi供達-"':i

の'¥'11'らも、 l:Jiノ巳訟に，)つ本判川7)¥ 供述版取青が日間条 iこょっし汗'U三れ ZJ

要'ケ2して供述者(J)'，5お 押しIH与?とめとことは長当 t.:l. 'えるt;(，じ

も J レも、川ー主録flfちが 5:~8~長によ許科されるために洪辿者の署名・汗

印が忠要とされる役拠刀、、 1;l~:;主詩的 1!土jオ1 とあるニとと立哉の 11 砕性心-í'2.1%~ 】こ伝

的内れるとすれば、署名.j中 i~jJ存絶対的な 'j::1'1とすふ必ユ:性iz乏Lく、たとえ

百包・押じ]をう;く供述気取菩であ〆ても、音色 粁己l' ♂同干J什J~~:::'I日産性を担保

しうる他の事i百のある味合、には許存されるj混合があってもよ 1.， 67つノド，~社は、

i 本牛舎乱;立。古-;;;éA の 1!土 1すや訣lf{したtiliどであるが、 :-~'J1t:f lLf :こは:~:人の説話

iij.i rTiずな"うム土記の~t::j主を銃取!と占阿に当/じらず、これと Jnl+t ~~得る事円肯

もないか ζ 、;j1J訴訟すおT.:が ii'1-~È>t 令 1正抑i: ーは当たりない 2 いうべき「あ:)、

石川氏。)桔誌は止主として足認寸ることができるとしていることかり、軒丸‘

1'1:"" をにく 1J:~:ìヰ録JN23:-じあっミも、岩名 e 事11[ヨと 'IJ] 何!〆得る jl!有 J があれば、

苦タi ・ゴ Itl~:Jのある供述μ収古:ζI ìnl+~~ L. ;-ヰる託拠 としと/1<;':手ヨナしうる!いう

C+川川 前品¥，;-r;i J叫良、徳永・前掲(;r :-;) lL2貝
心 f三q(・打".;号 、註 1) 39r~ 

αJ なお、本相j主廷は日lーの機会に矛盾 F る渋 ii を J. レいろす1'-;(のiL~1Eについては、

;1 '1訴法が疋ぬる厳格た説明を広よる rr:~骨であると桝ずるのか相当である とし

ごし咋 u えの枚百ずともれ~'-\l-( 考えると、イ tlJ i去の t 叶 l 厳併な円町 J の出 15'(土、

公判1J1立述首(J)U己矛目の均1々や吉み、かっfb主主の署名.+'1
'
乙jJのあるけなわち

証拠法力のある 供述j将来書によマJ 亡、宣式な主拠訳への子続 (35ヌ条、五訴i~

r: U1引)条等)μRU つてな己;:~る;凶行、~.fjてされるしらヘ 11 .前掲[，1;J' ，18頁!，

わ 1Jl蒸ッ、樹1主 当:ill1!託9; 37~) R ヰ城1肉筆] 民民主修 矧l拘 1託:.:>1} 7~}) 

]':[. ，寸)1 苛?雪作l:l:{J 206ft参iF¥

1，81; ~lìJ、 S8i4. 前、 199全



~IJ事判1';:jl，升冗

'f tあJこ山っちの三月干される!¥それでは、本lU日によって、具件前にどのよう

な仏述段取古が許百三れつるのごあ人うか、まず、うt~ 2~~~ :?i'が幼少、病気等の珂

山で苛γ，.押己lごさないとめに、イ':tt;述内会」れにいたった主ωプ;'1共述省0)1-(ゎ1，

1苦包‘却じ]しt-ょっなJ々甘7W斗考えつれる ま作、 ?!h述7iの↑!、ろを正確tlの1産

保されるJうなノ'J;:去でヰyLSAしたι憶性11'.さらには、害計ぺ*cJを欠くヲ!こっき
)メメ十主'jf-'{i'のIc]，'2が令長れたf!Ioi'i'，私以古なども許"ti=さiv)るも{っとs!'きれる l

不判ィrLi之、「本叶吉日II:Jiついて、五千九 E 押clJγ 「日程しうる事交」も認め

られない〉してJ羽ドレ仁いる これは、「イヰド;青記 J {，F)詐(;;(1)判附において、

本'PJ:j(が供述者による祇誌を重視した結果と解さ札るが、「本{'!書訓 lは'1'す

(l 7j な，(場にある(被~'人の有罪"認のための「てJ弾事収集する。場にな~，) Wf:U; 

職員が職務の;邑杵で作成L.t.:ものであるから、そこi、l昌弘 押ー11と「阿視L

うる l ないしはそれにキじに正確什の担保をJJめる余J&もありえと乃ごは仕い

かとも tわれるロ」また、 l本計書司1-.1主被ffT人側の有ょ!とにかかるものとあ刊

で証人杯出格の慢戸は同組とならないことrおみれば、なおさム柔軟なmJ釈が

必要であり、ま土その上うな解釈も|分;，:iJJ詑「あっ fの Pはなかろうか

4 「供述の証明カを争うJ の意味

l} 328条 iよ、-$.に l 供述、乃三日ん -}F~~争へためには」と古るのみであるため、

そこでの「争う」の意 !U~hi'問題レなる、「争 1 J の意味i、公判学，;.. ::iのi正日7力

川 i~ ，川 tj，;-局 、戸土3) バロ自

山ここでの供述気取に i/1__ :;つ王者，¥'土、そのような雪であれば詐でもぷい円

いうわけではなく、ほ定fU1i人や永l;'f等、供込右ぴ)邑?を的拡:ニ反映~ t.:.. -r;~亘t

をとりうる者でなけμばならないと解ヲペc，;で2めるハ

;0 Jt:; ~ト t}!則ら1 条 1 J8 羽目白判羽三百 .2ザ'111寺報26;}6~)n 、 lEE， I~'(~J 克半 IJU1:i29・

7両;)11集 7恒三号()t)(l'H寺参同〕なお、伝近、この)に l司して初めて話尚

武の判断が示さ1し丘、最決平18' I:~ ・ 8 汁Ij tí_~(-)O呑 10 0X~í頁は、叫 iliT"が府担

mα〉伶潰刊で供述主~Ulx.書 l千九崇官調書j に自 1 平?タI ‘掃卜i1でさなかったため、

;久')Jが代わりに E名をしたというどtγ正(こっさ ;-1Jt~述緑lw' rt(こっ L門的別詐叫、

~~21 条 1 項 l 九ゐろ『事宇1.1 には、市IJ ~tf規則 tìl 条の姐片付〈あ:る 1 J としご、正弘

能JJを認めぐいるの

ア 判 n ，H~-);:)7 号!日頁およりず判ヤ i ヲワお号 J?9~の!拝説(医名 l 参照

72 ft>k 目指 (百七 3) 122L1c 

二日社58(4以)J)lD9:l :1821 



判例 1.対冗

を減殺する訓告S(5-'+1支力説:拠l が含まれること lついては学祝.f'1例上 手Yをみ

ごいる には、 :-ì2S-$ によハ、守十討される涜~~!;.は、公判IJ ~;JI; 2与の'"，河ブJを減殺す

令も!))~ .~-限られず、公判供述(7)r!:F"1一円 1)マピ隠強する証拠 u普賢証1':121 もさまれる
のであろ 7かれ学説↑、 J骨論証拠は訂されな、、少 jーるのがJ自f且であるn 判例
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